
学校建て替えを進めるために生じている課題

当初の建替えロードマップ策定後、建設市況の変化により新たな課題が生じています

学校の老朽化・建替えの集中 当初ロードマップを策定 建設市況の変化 新たな課題が発生

1 老朽化の背景

学校の老朽化

築50年以上 約6割

多くの学校で建て替え時期が集中

順番に建替える
ロードマップを当初策定

その後の変化

建設市況の変化

資材価格
人件費

上昇

工期

延伸化

人手不足

深刻化

当初想定していた工期・施工方法
を維持することが難しくなりました

2 発生した新たな課題

課題 1
工事の長期化

1校あたりの想定工期が
3年から5～6年程度へ

課題 2

自校内建替えの困難

校庭利用や教育環境への影響、
新校舎計画の制約が大きくなる

3

西原地区では、当初のロー
ドマップでは対応できない
課題が発生しています

（参考）学校ごとの劣化状況や老朽化状況

【図表3-7 築年別整備状況・用途別保有量】

※渋谷区学校施設長寿命化計画より抜粋

※棟数は、主な建築物を対象として集計

渋谷区立学校は1960～70年代に建設された施設が多く、築50年以上の建物が約6割を占めてお
り、全体的に老朽化が進んでいます。

区では、学校施設の目標使用年数を80年とする長寿命化方針を定めていますが、多くの学校では躯
体の老朽化が進んでおり、長寿命化改修を行っても多額の費用が必要となる一方で、使用できる期
間も限られることから、経済性や効率性の面で課題があります。

そのため、渋谷区では、学校施設を安全かつ持続的に利用していくため、築80年を迎える前に順次
建て替えを行う方針とし、令和31年度までに22校を対象とした建て替えロードマップを策定しています。

ファイル開いていますので、更
新完了しましたら、こちらでお
知らせください。（アサノ



★西原キャンパス仮設

代々木中学校

幡代小学校

西原小学校

笹塚中学校

笹塚小学校

富谷小学校

★自校内建て替え校

中幡小学校

上原小学校
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このままでは何が起こるのか？

想定工期3年→5年

想定工期3年→6年 想定工期3年→6年

想定工期3年→6年

想定工期3年→5年

西原キャンパスを28年使用

【笹塚小学校】
2041年に築後80年を超過

【富谷小学校】
2044年に築後80年を超過

【中幡小学校】
自校内建て替えが困難

【上原小学校】
自校内建て替えが困難
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当初計画の建て替え順に工期を反映した場合

①工事の長期化により、笹塚小学校と富谷小学校が築後80年を超過して使用する必要がある。
②自校内建て替えが困難になったことで、中幡小学校と上原小学校に影響が生じる。



①学校の統廃合
渋谷区の児童・生徒数は、1982年の約2万600人から一時的には減少しましたが、2025年には約9,500人まで回復しています。今後は減少傾向
で推移すると見込まれていますが、学校の配置については、児童・生徒数だけでなく、通学距離や適正な学校規模、地域コミュニティ、防災
拠点としての役割などを総合的に考える必要があります。
これらを踏まえ、今回の課題を、統廃合によって解決することは適切ではないと判断しています。

【図表3-4 児童・生徒数、学級数の推移】 ⇩

【図表3-5 学校別 児童・生徒数、学級数の推移】抜粋 ⇨
※渋谷区学校施設長寿命化計画より抜粋

建て替えを進めるために検討した対応方法

①学校の統廃合 ②小中一貫教育校化 ③改修（リファイニング） ④既存校の空き教室利用

通学負担

学区域の拡大による負担

適正な学校規模

文部科学省基準

地域・防災拠点 以上の理由から、
学校の統廃合は

適切ではありません。
地域開放・避難所の役割



※渋谷区『新しい学校づくり』整備方針より抜粋

 ≪再配置の選定結果≫

【Aブロック】原宿外苑中学校敷地に千駄谷小学校との小中一貫教育校を計画する。 
【Bブロック】笹塚中学校敷地に笹塚小学校との小中一貫教育校を計画する。
【Cブロック】鉢山中学校敷地に猿楽小学校との小中一貫教育校を計画する。

②小中一貫教育校化
渋谷区「新しい学校づくり」整備方針では、学校規模や配置、通学距離などを総合的に検討し、西原地区では、笹塚中学校と笹塚小学校によ
る小中一貫教育校を計画しています。この地区内の他の学校については、学校の大規模化や通学距離などの課題があります。
これらを踏まえ、今回の課題を、さらなる小中一貫教育校化によって解決することは適切ではないと判断しています。

建て替えを進めるために検討した対応方法

①学校の統廃合 ②小中一貫教育校化 ③改修（リファイニング） ④既存校の空き教室利用

学校規模

大規模化

通学距離

長距離化

以上の理由から、
さらなる小中一貫教育校化は

適切ではありません。



⇦渋谷区「新しい学校づくり」整備方針から抜粋

③改修（リファイニング）

④既存校の空き教室利用

建て替えを進めるために検討した対応方法

①学校の統廃合 ②小中一貫教育校化 ③改修（リファイニング） ④既存校の空き教室利用

1 現在求められる学習空間には、より広い面積が必要

35人学級、協働学習、ICTを活用した学習などに対応するためには、教室の広さに加え、
多様な学習活動に対応できる空間を確保する必要があります。

改修では、建物全体の面積を増やせない

既存校舎の間取りを変更することはできますが、建物全体で使える面積そのものを増
やすことはできません。そのため、現在求められる学習空間を十分に確保することが
難しくなります。

2

既存躯体の寿命

区の学校施設は、耐震診断・補強を完了して
おり、また、定期の大規模改修等により一定
の長寿命化を行ったうえで、各種の指針など
を踏まえて、学校の寿命を約80年程度として
います。

3

1 空き教室は、必要な教育活動に使用

各校の教室は、少人数指導や特別支援教育など、児童・生徒の学習を支えるための教室
として活用しています。

１校分をまとめて受け入れる教室数がない

建て替え対象校の児童・生徒を、1校分まとめて受け入れられる学校はありません。

2

複数の学校への分散は困難

これまで一緒に学んできた児童・生徒を分けることとなり、学びの継続性や学校生活
に影響が生じます。また、児童・生徒や教職員の移動、安全確保、教職員配置、学校
運営の一体性にも大きな課題があります。

3

改修や空き教室利用では、建て替え期間中に必要な教育環境を十分に確保することは困難です。



検討の結果、新たな仮設校舎が必要と判断しました

建替えで生じている課題

1 西原地区の学校建替え完了まで
約28年に長期化

2 築後80年を超える
学校が生じる

3 自校内建替えが
難しい学校がある

検討した対応方法

①学校の統廃合

②小中一貫教育校化

③改修（リファイニング）

④既存校の空き教室利用

検討結果

いずれの方法も、

建て替えの長期化と
自校内建て替えの課題を
十分に解消できない

新たな仮設校舎を加え、
建て替えを進める必要があります

学校建替えを着実に進めるため、新たな仮設校舎が必要と判断しました

★西原キャンパス仮設

代々木中学校

幡代小学校

西原小学校

★新しい仮設校舎

笹塚中学校

上原小学校

富谷小学校

★笹塚小学校仮設

中幡小学校
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◆西原地区での学校の動き（当初） （ロードマップ改定後）

なぜ代々木大山公園を仮設校舎の候補地としたのか？

学校用地として7,000㎡

以上の敷地面積を確保
することが望ましい

1 敷地規模

校舎と運動スペースを確保

２ 通学負担

対象校からの距離を抑える

３ 平準化

複数校の同時進行

スクールバスを使えば、
離れた場所でもよいのでは？

交通事情の影響

渋滞などにより、運行時間が不確実

スクールバスだけで通学負担を解消することは難しく、通学距離そのものをできる限り短くすることが重要です

決められた時刻に集合

朝早い集合や、乗り遅れ・遅刻への対応が必要

登下校以外の往来

途中下校・送迎・学校行事にも移動が発生

（※）3 笹塚小は笹塚中新校舎で小中一貫教育校となる予定です。

  一貫校に移転後の笹塚小を中幡小が仮設校舎として利用します。



仮設
校舎
運用
開始

これからどう進めるのか？

②基本設計 ③実施設計 ④建設工事①基本計画

大きな整備方針や
建物配置の考え方

を整理する

建物仕様や
室配置等を固める

工事をするための
設計図を作成する

設計図を基に
建物を作る

設計事務所 設計・施工会社（予定）基本計画策定支援者

現在 R14年
９月予定

R9年
９月

R10年
９月予定

R12年
９月予定
（※）

（※）解体工事や公園整備等は、仮設校舎建設に先立って工事着手する可能性があります。

事前相談

事前相談

建築基準法の仮設許可申請

都市公園法に関わる許認可許認可準備

申請準備

許可申請

仮設許可許可申請を行うためには具体的な
計画が必要となるため、設計が深度化

できた段階で申請を行います

実現可能性や許可に
必要な要件について、

所管課と相談



現在の代々木大山公園の主な機能

園路（ランニングコース）

緑地（公園南側入り口）

遊び場①

遊び場③（砂場）

遊び場③（滑り台）

遊び場②（日陰棚）

遊び場③（ブランコ）

遊び場③（ジャングルジム）

区立おおやま保育室

公衆トイレ

日陰棚

野球場（2面）

西原自転車集積所事務所

ブランコ

砂場

滑り台

ジャングルジム

公園管理事務所

資材倉庫事務所

キャッチボール広場

園路（ランニングコース）

遊び場 計約2,500㎡

遊び場①

遊び場②

遊び場③

Map data ©Google

現在の公園機能をできる限り維持することを基本に、配置や運用方法を検討していきます。



月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

A
面

午前

休場
(長期休暇中のみ開館)

予約優先 予約優先 予約優先 予約優先

少年野球利用 少年野球利用
午後 遊び場開放(※) 少年野球利用 遊び場開放(※) 遊び場開放(※)

B
面

午前 予約優先 予約優先 予約優先 予約優先

午後 遊び場開放 遊び場開放 遊び場開放 遊び場開放

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

A
面

午前 校庭利用 校庭利用 校庭利用 校庭利用 校庭利用

少年野球利用 少年野球利用
午後 校庭利用 校庭利用 校庭利用 校庭利用 校庭利用

B
面

午前 遊び場開放 遊び場開放 予約優先 遊び場開放 遊び場開放

午後 遊び場開放 遊び場開放 少年野球利用 遊び場開放 遊び場開放

野球場の開放方法の変更案

9:00～17:00

【現状モデル】

【開校後モデル】

9:00～17:00

※この利用方法は現時点の案です。上記時間以外の早朝・夜間、野球利用されていない時間帯での遊び場(広場)
開放についても、安全性、学校運営、野球利用、広場利用及び地域の皆様のご意見を踏まえ、今後検討します。

(※)当日に団体予約が入っていない場合は開放

【令和7年度稼働率】
土曜日：82.4％ 日曜日：84.3％ 水曜日(A面)：81.9％ 予約優先(水曜日以外)：約4％～13％

公園機能をどう維持するのか？



公園機能をどう維持するのか？
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